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山田　政文
スマイル

答
社
会
教
育
課
長

Ｑ
市
の
文
化
財
に
対
す
る
考
え

Ｑ
方
を
問
う

Ａ
文
化
財
保
護
条
例
に
基
づ
き

Ａ
保
全
・
活
用
を
図
る

問
市
の
基
本
姿
勢
及
び
塩
瀬

下
原
遺
跡
の
評
価
と
保
存

状
況
に
つ
い
て
問
う
。

Ｑ
笹
子
町
の
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

Ｑ
事
業
の
見
通
し
は

Ａ
計
画
通
り
平
成
27
年
に
発
電

Ａ
  開
始
す
る
予
定

問
事
業
の
進
捗
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
発
電
開
始
ま
で
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答
産
業
建
設
部
長

こ
の
事
業
は
、
大
月
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
株
式
会
社
が
実
施
し

て
お
り
現
在
、
環
境
調
査
等
を

終
え
、
県
と
協
議
中
で
す
。
協

議
後
に
は
、
地
元
説
明
会
の
開

催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

次
に
、
発
電
開
始
時
期
に
つ

い
て
は
、
平
成
26
年
10
月
ご
ろ

に
工
事
着
手
し
、
商
業
運
転
は

文
化
財
に
つ
い
て
は
、
そ
の

本
質
的
な
価
値
を
伝
え
る
と
と

も
に
、
観
光
事
業
に
も
活
用
を

図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
　

ま
た
、
修
理
等
に
つ
い
て
は
、

補
助
金
の
交
付
や
民
間
助
成
制

度
な
ど
支
援
を
し
て
お
り
ま
す
。

塩
瀬
下
原
遺
跡
の
十
字
形
に

石
を
敷
き
詰
め
た
住
居
跡
に
つ

き
ま
し
て
は
、
極
め
て
有
益
な

資
料
と
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

遺
跡
は
消
滅
し
て
お
り
ま
す

が
、
出
土
品
に
つ
き
ま
し
て
は

今
後
、「
大
月
市
の
遺
跡
展
」
等

の
開
催
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

問

中
長
期
財
政
計
画
に
つ

い
て

問
太
陽
光
発
電
な
ど
に
つ

い
て

そ
の
他
の
質
問

塩瀬下原遺跡（梁川町）宝鏡寺仁王像（七保町林）

再
質
問

問
住
居
跡
の
敷
石
が
行
方
不

明
と
聞
く
が
ど
う
対
応
す

る
の
か
。

答
社
会
教
育
課
長

不
明
の
敷
石
に
つ
き
ま
し
て

平
成
27
年
10
月
に
な
る
見
通
し

で
す
。
資
源
循
環
型
の
発
電
事

業
で
あ
り
、
地
元
雇
用
も
期
待

で
き
る
こ
と
か
ら
市
と
し
て
も

協
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

は
、
教
育
委
員
会
の
責
任
で
探

り
出
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
経
過
等
に
つ
い
て
は
地
域

住
民
に
説
明
い
た
し
ま
す
。

代
表
質
問
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西室　衛

代
表
質
問

公明党

答
市
長

Ｑ
市
民
生
活
向
上
に
対
す
る
重

Ｑ
点
施
策
は

Ａ
第
１
に
、
中
央
病
院
の
新
病

Ａ
  棟
等
の
完
成

問
来
年
度
は
市
立
中
央
病
院

新
病
棟
の
完
成
、
大
月
東

小
学
校
の
改
築
が
ス
タ
ー

ト
す
る
中
、
市
民
生
活
向

上
に
対
す
る
重
点
施
策
は
。

ま
た
、
４
月
か
ら
消
費
税

の
増
税
が
予
定
さ
れ
る
中
、

「
住
ん
で
み
た
い
ま
ち
」と

し
て
の
支
援
策
は
。

Ｑ
透
析
患
者
増
加
に
伴
う
対
応

Ｑ
策
は

Ａ
透
析
ベ
ッ
ド
数
を
３
床
増
設

Ａ
  し
、
23
床
で
の
運
用
を
予
定

問
透
析
患
者
増
加
に
伴
う
、

今
後
の
対
応
策
を
伺
い
ま

す
。

答
病
院
事
務
長

透
析
治
療
を
必
要
と
す
る
方

々
は
増
加
傾
向
で
す
。
市
内
の

方
で
透
析
治
療
を
受
け
ら
れ
て

い
る
方
は
90
名
と
な
っ
て
お
り
、

こ
の
う
ち
47
名
は
当
院
で
、
43

名
が
当
院
以
外
の
市
外
の
病
院

等
医
療
機
関
で
透
析
治
療
を
受

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

他
の
医
療
機
関
か
ら
移
っ
て

当
院
で
の
治
療
を
希
望
し
て
い

る
方
も
あ
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
　

今
後
こ
う
し
た
要
望
に
極
力

応
え
ら
れ
る
よ
う
透
析
治
療
の

体
制
整
備
を
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

次
に
、
透
析
患
者
に
伴
う
今

市
民
生
活
向
上
に
対
す
る
重

点
施
策
で
す
が
、
ま
ず
第
１
に
、

中
央
病
院
の
新
病
棟
等
の
完
成

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
救

急
医
療
の
充
実
と
医
師
確
保
に

努
め
る
と
と
も
に
、
病
院
に
よ

る
情
報
発
信
や
市
民
と
の
交
流
、

そ
の
上
で
市
民
の
皆
様
の
声
を

反
映
し
た
病
院
づ
く
り
に
よ
り
、

後
の
対
応
策
に
つ
い
て
で
あ
り

ま
す
。

新
病
棟
の
整
備
に
当
た
っ
て

は
、
透
析
セ
ン
タ
ー
を
２
階
に

配
置
す
る
こ
と
と
し
、
透
析
ベ

ッ
ド
数
を
３
床
増
設
し
、
23
床

で
の
運
用
を
予
定
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
よ
り
多
く
の
透
析
を

必
要
と
す
る
患
者
さ
ん
へ
の
対

応
も
可
能
と
な
る
も
の
と
考
え

て
い
ま
す
。

信
頼
関
係
を
構
築
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

ま
た
、
教
育
環
境
の
整
備
で

す
が
、
大
月
東
小
学
校
校
舎
等

整
備
事
業
を
進
め
る
中
、
次
世

代
を
担
う
子
供
た
ち
に
、
学
校

・
家
庭
・
地
域
社
会
が
連
携
し
、

地
元
の
人
材
を
活
用
し
「
ふ
る

さ
と
教
育
」
を
推
進
す
る
こ
と

で
、
た
く
ま
し
い
子
供
の
育
成

に
努
め
る
な
ど
、
教
育
・
医
療

に
重
点
を
置
い
た
予
算
編
成
を

進
め
て
い
ま
す
。

次
に
、
消
費
税
増
税
に
対
す

る
支
援
策
で
す
が
、
４
月
か
ら

中
学
生
の
通
院
ま
で
拡
大
し
た

医
療
費
助
成
制
度
の
導
入
、
フ

ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
利
用
者
補
助
金
の
交
付
な
ど

が
、
新
た
な
施
策
と
な
り
ま
す

が
、
子
育
て
支
援
手
当
の
支
給
、

学
童
保
育
の
充
実
な
ど
に
よ
る

「
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
」の
実

現
や
「
高
齢
者
・
障
害
者
に
優

し
い
ま
ち
」
を
目
指
し
て
各
種

の
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

問

国
道
20
号
線
の
整
備
計

画
の
進
捗
に
つ
い
て

問
国
民
文
化
祭
の
総
括
に

つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
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「要支援」のサービス（厚労省検討図）

藤本　実

代
表
質
問

日本共産党

Ｑ
介
護
保
険
制
度
見
直
し
へ
の

Ｑ
市
の
対
応
は

Ａ
「
要
支
援
」
の
介
護
サ
ー
ビ

Ａ
  ス
が
低
下
し
な
い
よ
う
対
応

問
政
府
内
で
検
討
さ
れ
て
い

る
介
護
保
険
制
度
見
直
し

の
内
容
が
報
道
さ
れ
、
関

係
者
の
衝
撃
と
な
っ
た
の

は
、
要
支
援
者
か
ら
介
護

保
険
給
付
が
取
り
上
げ
ら

れ
る
こ
と
だ
。
市
で
は
ど

う
対
応
す
る
の
か
。

Ｑ
デ
マ
ン
ド
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー

Ｑ
の
運
行
は
　
　

Ａ
来
年
度
協
議
会
を
設
置
し
、

Ａ
  新
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
を
検

Ａ
  討

問
富
士
急
山
梨
バ
ス
か
ら
、

国
道
20
号
沿
い
を
主
要
バ

ス
路
線
と
し
、
七
保
、
猿

橋
の
枝
線
は
デ
マ
ン
ド
バ

ス
も
し
く
は
デ
マ
ン
ド
タ

ク
シ
ー
で
運
行
し
て
は
と

の
提
案
が
さ
れ
て
い
る
が
、

梁
川
町
塩
瀬
地
区
、
初
狩

町
丸
田
地
区
、
藤
沢
地
区
、

七
保
町
林
地
区
や
賑
岡
町

奥
山
地
区
な
ど
の
よ
う
な
、

こ
れ
ま
で
路
線
バ
ス
が
通

っ
て
い
な
か
っ
た
地
区
の

デ
マ
ン
ド
バ
ス
・
タ
ク
シ

ー
の
運
行
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
か
。

答
総
務
部
長

平
成
28
年
度
の
小
中
学
校
の

適
正
配
置
完
了
時
に
、
児
童
生

徒
が
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
安
心

し
、
安
全
に
登
下
校
す
る
こ
と

を
最
優
先
に
考
え
て
、
ま
た
高

齢
者
の
方
の
外
出
機
会
の
拡
大
、

社
会
参
加
が
進
む
よ
う
、
来
年

度
に
市
民
や
交
通
事
業
者
な
ど

に
よ
る
協
議
会
を
設
置
し
、
持

続
可
能
な
新
公
共
交
通
シ
ス
テ

ム
を
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い

る
。な

お
、
新
た
な
地
区
へ
の
対

応
や
自
宅
か
ら
目
的
地
ま
で
の

フ
ル
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
に
つ

い
て
は
、
大
月
市
の
地
形
、
財

政
状
況
か
ら
、
現
在
は
難
し
い

も
の
と
考
え
て
い
る
。

答
市
民
生
活
部
長

要
介
護
状
態
と
な
っ
て
も
、

住
み
な
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し

い
暮
ら
し
を
最
後
ま
で
続
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
状
況
を
注

視
し
な
が
ら
対
応
を
図
り
た
い

と
考
え
て
い
る
。

本
市
に
は
、
平
成
25
年
11
月

現
在
、
要
支
援
１
及
び
要
支
援

２
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
る
方

が
、
２
４
７
名
い
ら
っ
し
ゃ
る

が
、
こ
れ
ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
が

低
下
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
対

応
を
図
り
た
い
。

要介護

要支援

５
４
３
２
１

１
２

（150万人）

介護保険
サービス

・訪問看護
・リハビリ
・ショートステイ
・訪問入浴
・福祉用具

貸し付けなど

市町村の
事業

・訪問介護
・通所介護

➞移行

➞

残す
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小林　信保
スマイル

答
病
院
事
務
長

Ｑ
Ｆ
Ｔ
ネ
ッ
ト
の
メ
リ
ッ
ト
は

Ａ
重
複
投
薬
、
重
複
検
査
の
回

Ａ
  避
、
診
療
時
間
、
費
用
の
軽

Ａ
  減
な
ど

問
富
士
・
東
部
地
域
患
者
情

報
共
有
シ
ス
テ
ム
（
Ｆ
Ｔ

ネ
ッ
ト
）
の
役
割
と
メ
リ

ッ
ト
は
何
か
。
ま
た
、
よ

り
多
く
の
患
者
さ
ん
に
診

療
情
報
共
有
の
同
意
書
を

提
出
し
て
も
ら
う
た
め
に

ど
の
よ
う
な
方
針
で
臨
む

の
か
。

Ｑ
行
動
す
る
市
民
を
作
り
出
す

Ｑ
た
め
の
取
り
組
み
は

Ａ
シ
リ
ー
ズ
化
し
た
講
演
会
等

Ａ
  に
よ
る
情
報
発
信
と
交
流
を

Ａ
  行
う

問
医
師
の
働
く
環
境
整
備
に

向
け
た
取
り
組
み
は
。

ま
た
、
行
動
す
る
市
民
を

作
り
出
す
た
め
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答
市
長

医
師
の
働
く
環
境
整
備
の
た

め
に
は
、
市
民
の
皆
様
と
の
情

報
の
共
有
が
大
変
必
要
で
あ
り
、

広
報
お
お
つ
き
７
月
号
よ
り
病

院
の
様
子
な
ど
情
報
の
発
信
を

始
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
後
、
健
診
セ
ン
タ
ー
を
併

置
し
た
別
館
の
最
上
階
の
透
析

セ
ン
タ
ー
移
設
後
の
跡
地
ス
ペ

ー
ス
を
改
修
し
「
シ
リ
ー
ズ
化

し
た
講
演
会
等
の
活
動
」
な
ど

こ
の
シ
ス
テ
ム
の
役
割
は
、

富
士
・
東
部
医
療
圏
内
の
各
医

療
機
関
が
検
査
・
投
薬
・
画
像

情
報
等
の
診
療
情
報
を
共
有
で

き
る
こ
と
と
な
り
、
医
療
連
携

が
大
き
く
進
む
も
の
と
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
メ
リ
ッ
ト
は
、
重
複

投
薬
、
重
複
検
査
等
の
回
避
、

診
療
時
間
や
費
用
の
軽
減
、
特

に
救
急
診
療
時
な
ど
で
は
、
迅

速
か
つ
的
確
な
医
療
情
報
の
提

供
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

よ
り
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

次
に
、
多
く
の
方
に
同
意
書

を
提
出
し
て
も
ら
う
た
め
の
方

針
に
つ
い
て
は
、
Ｆ
Ｔ
ネ
ッ
ト

の
メ
リ
ッ
ト
を
説
明
し
た
案
内

書
の
提
出
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

配
布
な
ど
に
よ
り
、
よ
り
多
く

の
受
診
者
の
方
々
に
、
こ
の
メ

リ
ッ
ト
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
、

平
成
26
年
１
月
か
ら
総
合
窓
口

等
で
同
意
書
の
署
名
を
呼
び
か

け
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

に
よ
る
情
報
発
信
や
市
民
と
交

流
で
き
る
場
の
提
供
な
ど
、
病

院
施
設
を
活
用
し
て
い
た
だ
く

中
で
、
信
頼
関
係
の
構
築
の
一

助
と
し
た
い
。

今
後
、
市
民
の
支
え
る
病
院

と
い
う
位
置
づ
け
の
中
で
、
医

師
と
市
民
の
信
頼
関
係
の
さ
ら

な
る
構
築
を
目
指
し
て
い
く
こ

と
に
よ
っ
て
医
療
環
境
の
充
実

が
図
ら
れ
て
い
く
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
お
り
、
進
藤
院
長

の
考
え
も
再
度
、
確
認
し
て
ま

い
り
ま
し
た
の
で
、
我
々
も
そ

の
思
い
に
対
し
て
支
援
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の

で
、
皆
さ
ん
方
に
も
ぜ
ひ
ご
支

援
、
ご
協
力
を
改
め
て
お
願
い

す
る
次
第
で
す
。

個
人
質
問
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新聞は、日本国内外で起きるさまざまなニュースや情報を正確に伝え、多角的な意見や評論を
提供しています。民主主義社会の中で住民が正しい判断基準を持つためには、いろんなジャンル
の情報が容易に入手できる環境が必要です。

近年は文字離れや活字離れによるリテラシー（読み書き能力、教養や常識）の低下が問題とな
っています。知的レベルや社会への関心が衰えれば、国力の低下や国際競争力の減退につながる
恐れがあります。

現在日本政府は、景気回復に向けた経済政策を展開しています。来年４月以降に予定されてい
る消費税増税もその一つです。

欧州各国では新聞や一定の要件を備えた出版物には、民主主義を支える公共財としてゼロ税率
や軽減税率を適用し、消費者負担を軽くしています。
「知識には課税せず」「新聞には最低の税率を適用すべし」という認識は、欧米諸国でほぼ共通

しています。
一方、新聞販売店は毎朝新聞を戸別配達し、多くの方に社会や政治に関心を持っていただくこ

とで、国力の維持や向上に貢献しているとの自負をしています。安定した購読料収入を得る中で、
戸別配達網という知的インフラを維持し続けていきたいとの考えでもあります。

一般家庭の所得が増える見込みがない中での消費税増税は、家計を圧迫し民主主義を支える基
盤である新聞の購読中止を招くことを懸念しています。

消費税増税により、リテラシーの低下に拍車がかかり、社会的・経済的弱者にその傾向が強く
出るようになれば社会的・経済的な格差は広がり、社会不安を招きます。

政府は課税品目に例外をつくることに慎重のようですが、品目ごとに複数税率が導入されてい
る国は少なくありません。

よって下記の事項の実現を強く要望します。

１．消費税増税にあたり、複数税率の導入と新聞への軽減税率を実現すること。

以上、地方自治法第９９条の規定により、意見書を提出します。

平成 25 年 12 月 20 日

大　月　市　議　会

新聞への消費税の軽減税率適用を求める意見書

内閣総理大臣　
財 務 大 臣
衆 議 院 議 長
参 議 院 議 長

安　倍　晋　三　　殿
麻　生　太　郎　　殿
伊　吹　文　明　　殿
山　崎　正　昭　　殿



◇
委
員
長
報
告
の
内
容
（
要
約
）

付
託
案
件
に
つ
い
て
慎
重
審
査
の
結
果
「
議
案
第
79
号
」「
議
案
第

82
号
」「
議
案
第
84
号
」「
議
案
第
88
号
」
中
、
本
委
員
会
所
管
事
項
、

「
議
案
第
91
号
」「
議
案
第
92
号
」に
つ
い
て
は
、全
会
一
致
で
原
案
の

と
お
り
可
決
す
べ
き
と
決
し
ま
し
た
。

「
議
案
第
97
号
　
権
利
の
放
棄
の
件
」
に
つ
い
て
は
、
付
帯
決
議
事

項
（
下
記
参
照
）
を
委
員
会
の
意
見
と
し
て
、
委
員
長
報
告
に
付
し
、

全
会
一
致
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
と
決
し
ま
し
た
。

次
に
「
請
願
第
５
号
　
新
聞
へ
の
消
費
税
の
軽
減
税
率
適
用
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
」に
つ
い
て
は
、請
願
内
容
を
審

査
し
た
結
果
、趣
旨
の
必
要
性
を
認
め
、全
会
一
致
で
採
択
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

平
成
25
年
第
１
回
定
例
会
に
お
い
て
「
議
案
第
40
号
　
大

月
市
土
地
開
発
公
社
の
解
散
の
件
」及
び「
議
案
第
41
号

第

三
セ
ク
タ
ー
等
改
革
推
進
債
の
起
債
に
係
る
許
可
の
申
請
の

件
」
に
関
し
て
、
付
帯
決
議
し
た
。

執
行
部
は
そ
れ
に
応
え
、
本
年
８
月
「
大
月
市
土
地
開
発

公
社
の
解
散
に
係
る
事
業
採
択
か
ら
現
状
に
至
っ
た
経
緯
と

責
任
に
つ
い
て
の
検
証
結
果
報
告
書
」
を
公
表
、
一
連
の
経

過
は
、
過
去
の
負
の
遺
産
を
清
算
し
後
世
に
負
担
を
残
さ
な

い
と
の
使
命
感
に
も
と
づ
い
た
判
断
だ
と
思
う
。
し
か
し
、

こ
の
解
散
は
予
測
で
き
た
こ
と
と
は
言
え
、
13
億
円
に
も
上

る
莫
大
な
額
の
求
償
権
を
放
棄
す
る
事
態
と
な
り
、
チ
ェ
ッ

ク
機
関
と
し
て
議
会
の
責
任
の
大
き
さ
を
今
更
な
が
ら
痛
感

す
る
と
共
に
市
民
に
対
し
甚
だ
遺
憾
な
思
い
で
あ
る
。

議
会
と
し
て
も
今
後
、
こ
の
よ
う
な
事
態
を
招
か
な
い
た

め
に
、
身
を
引
き
締
め
、
よ
り
一
層
の
責
任
を
果
た
す
た
め

に
更
な
る
研
鑽
を
積
む
と
と
も
に
引
き
続
き
議
会
改
革
に
取

り
組
ん
で
行
く
覚
悟
で
あ
る
。

執
行
部
に
お
い
て
は
、
一
層
の
透
明
性
を
図
る
た
め
議
会

に
対
し
、
議
案
等
の
上
程
に
あ
た
り
、
よ
り
丁
寧
な
政
策
等

の
決
定
過
程
の
説
明
と
、
そ
れ
を
補
う
十
分
な
資
料
提
出
等

の
措
置
を
講
じ
、
慎
重
審
議
が
期
せ
る
よ
う
強
く
求
め
る
と

の
決
議
が
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
遵
守
頂
き
た
く
申
し
添

え
ま
す
。
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総務産業常任委員会

総
務
産
業
常
任
委
員
会

審査の様子

「議案第97号　権利の放棄の件」についての付帯事項

◇
委
員
長
報
告
の
内
容
（
要
約
）

平
成
25
年
第
４
回
（
９
月
議
会
）
定

例
会
に
お
い
て
、
本
委
員
会
に
付
託
さ

れ
、
継
続
審
査
に
付
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
「
議
案
第
76
号
　
市
道
の
路
線
変
更

認
定
の
件
」
に
つ
い
て
、
諸
書
類
等
整

備
が
さ
れ
た
と
の
こ
と
か
ら
、
審
査
の

申
し
出
が
な
さ
れ
、
去
る
、
12
月
17
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
委
員
会
で
担
当
課

長
か
ら
説
明
を
受
け
、
慎
重
審
査
の
結

果
「
議
案
第
76
号
　
市
道
の
路
線
変
更

認
定
の
件
」
に
つ
い
て
は
、
全
会
一
致

で
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
審
査
の
過
程
に
お
い
て
「
市

道
用
地
の
確
保
・
設
定
に
つ
い
て
は
、

公
道
・
赤
道
等
を
基
本
に
振
り
分
け
る

判
断
を
す
べ
き
で
あ
る
が
、
本
件
で
は
、
現
在
、
道
路
を
基
準
と
し

て
振
り
分
け
る
と
い
う
、
例
外
的
な
方
法
で
用
地
を
確
保
す
る
こ
と

と
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
の
他
事
業
へ
の
影
響
が
危
惧
さ
れ
る
」
と

い
う
意
見
が
あ
っ
た
。

今
後
は
、現
に
公
共
の
用
に
供
し
て
い
る
行
政
財
産
等
の
取
得
、用

途
変
更
に
際
し
て
、公
平
・
公
正
・
妥
当
性
等
、十
分
考
慮
の
上
、慎

重
に
処
理
・
対
応
す
る
よ
う
申
し
添
え
る
。
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◇
委
員
長
報
告
の
内
容
（
要
約
）

審
査
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、担
当
課
長
等
の
説
明
を
受
け
、慎
重

審
査
の
結
果
「
議
案
第
77
号
」「
議
案
第
78
号
」「
議
案
第
80
号
」「
議

案
第
81
号
」「
議
案
第
83
号
」「
議
案
第
85
号
」「
議
案
第
86
号
」「
議
案

第
87
号
」「
議
案
第
88
号
」
中
、
本
委
員
会
所
管
に
つ
い
て
「
議
案
第

89
号
」「
議
案
第
90
号
」「
議
案
第
93
号
」「
議
案
第
94
号
」
に
つ
い
て

は
、
全
会
一
致
で
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
と
決
し
ま
し
た
。

「
議
案
第
96
号
　
平
成
25
年
度
大
月
市
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）」
に
つ
い
て
は
、
賛
成
少
数
で
否
決
す
べ
き
と
決
し
ま
し

た
。ま

た
、「
請
願
第
６
号
　
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
の
窓

口
無
料
の
維
持
を
求
め
る
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
る
請

社会文教常任委員会

社
会
文
教
常
任
委
員
会

常任委員会    

「議案第96号　平成25年度大月市病院事業会計補正予算（第１号）」のポイント Ｑ＆Ａ

願
」に
つ
い
て
は
、趣
旨
は
認

め
る
も
の
の
、
国
に
お
い
て

既
に
法
案
が
成
立
し
て
お

り
、情
勢
等
勘
案
す
る
中
、他

市
等
の
動
向
も
見
極
め
る
必

要
が
あ
る
と
の
判
断
か
ら
継

続
審
査
と
す
る
こ
と
に
決
し

ま
し
た
。

Ｑ
１
　
当
初
予
算
で
計
画
し
た
一
時
借
入
金
の
上
限
８
億
円

を
今
の
時
期
に
12
億
円
に
増
額
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
理
由
は
。

Ａ
１
　
１
月
〜
３
月
に
病
院
建
設
事
業
の
支
払
い
が
た
て
つ

づ
き
県
の
補
助
金
、
企
業
債
は
３
月
或
い
は
４
月
と

な
り
、
当
座
現
金
の
残
が
無
く
な
る
た
め
、
一
時
借

入
金
を
増
額
し
乗
り
切
り
た
い
。
次
年
度
以
降
は
減

額
を
し
て
、
対
応
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
２
　
平
成
24
年
度
決
算
で
の
入
院
の
医
業
収
益
８
億
９
千

万
円
に
対
し
、
25
年
度
の
当
初
予
算
で
は
収
入
見
込

み
額
を
18
億
５
千
万
円
計
上
し
て
い
る
中
で
、
一
般

会
計
か
ら
病
院
事
業
会
計
へ
の
繰
入
金
３
億
５
千
万

円
の
増
額
補
正
を
し
た
理
由
は
。

Ａ
２
　
見
積
り
が
曖
昧
で
は
な
い
か
と
の
こ
と
で
す
が
、
あ

る
意
味
希
望
的
観
測
で
収
入
が
こ
の
位
あ
っ
て
欲
し

い
と
い
う
こ
と
で
の
せ
て
い
る
部
分
が
あ
っ
た
か
と

思
い
ま
す
。
現
実
的
に
は
工
事
の
中
で
入
院
が
制
限

さ
れ
た
り
、
見
込
ん
だ
額
よ
り
収
入
が
少
な
か
っ
た

と
い
う
こ
と
を
ご
理
解
頂
き
た
い
。
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広　域　行　政

11月 27日、11月定例会が開会され、次の3件が認定並びに可決されました。
認　　定

◎ 認定第１号　平成 24 年度大月都留広域事務組合一般会計歳入歳出決算認定の件
条　　例

◎ 議案第８号　大月都留広域地区公園の設置及び管理に関する条例中改正の件　　
平成 25年 10月に整備した「初狩憩いの公園」の供用開始にあたり、本条例第２条の名称及び
位置に関し、所要の改正をする。

◎ 議案第９号　大月都留広域事務組合体育施設の設置及び管理に関する条例中改正の件
大月都留広域事務組合の体育施設である「初狩憩いの公園サッカー場」の供用開始にあたり、
本条例第２条の定義及び条例第３条の名称及び位置に関し、所要の改正をする。

平成25年第３回定例会は、11月 26日に開会され、次の２件が可決されました。
条　　例

◎ 議案第４号　東部地域広域水道企業団給水条例中改正の件
料金の算定等について、基準を明らかにするほか所要の改正を行う。
補正予算

◎ 議案第５号　平成 25 年度東部地域広域水道企業団水道事業会計補正予算（第１号）

11月 22日、平成25年第３回11月定例会が開会され、次の案件が認定されました。
認　　定

◎ 認定第１号　平成 24 年度山梨県東部広域連合一般会計歳入歳出決算認定の件

（本市議会では各議会に対して、議員を選任し派遣しております。）

大月都留広域事務組合議会

東部地域広域水道企業団議会

山梨県東部広域連合議会

政治家の寄附は禁止　有権者の寄附要求も禁止
贈
ら
な
い
！

求
め
な
い
！

受
け
取
ら
な
い
！

●
地
域
の
運
動
会
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会

へ
の
飲
食
物
の
差
入

●
お
祭
り
へ
の
寄
附
や
差
入

●
病
気
見
舞
い

●
葬
式
の
花
輪
・
供
花

●
秘
書
等
が
代
理
で
出
席
す
る
場
合

の
葬
式
の
香
典

●
落
成
式
・
開
店
祝
い
の
花
輪

●
秘
書
等
が
代
理
で
出
席
す
る
場
合

の
結
婚
祝
い

●
町
内
会
の
集
会
や
旅
行
等
の
催
物

へ
の
寸
志
や
飲
食
物
の
差
入

●
入
学
祝
・
卒
業
祝

●
お
中
元
や
お
歳
暮
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市議会だより編集委員会
行政視察研修

あきる野市議会
平成 26 年１月 22 日（水）IN

リニューアル後

「手に取ってもらえる表紙づくり」と
「気づきを与える表現方法や読みやすさの
工夫」を編集委員共通の目標に！

あきる野市議会の議会だより

リニューアル前　　　　　　　　　　　　

研　修　目　的
議会だよりは、住民に手に取って読んでもらう

物であるということを常に念頭に置き「読みやす
く、分かりやすく、親しまれる」議会だよりを作る
ことを目的とする。

研　修　内　容
あきる野市では、議会だよりに対する市民の意

識の把握を目的としたアンケートの実施が契機と
なり、昨年２月に議会だよりの名称を「ギカイの時
間」とするなどの全面リニューアルを行った。

そのポイントである、表紙の写真の選定方法や
特集記事を利用した読者のターゲットを明確にす
る方法、レイアウトのポイント、デザインの重要性
などについての研修をさせていただきました。

研　修　報　告
全面リニューアルに至るまでには、約５年の歳

月を要したそうですが、あきる野市議会だよりと
他自治体の議会だより等を市役所のホールに展示
し、手に取ってみたい冊子を選んでもらうという

実験（アンケート）を行った結果、あきる野市議会
だよりは４％の人にしか選ばれなかった。この客
観的に判断できる指標を得たことで一気にリニュ
ーアルに動き出したそうである。

リニューアルのポイント
１　手に取ってもらえるための表紙づくり。
２　行政用語を使わずに住民が読みやすい文言を

使う。
３　議会が伝えたいと思っていることと、住民が

知りたいと思っていることのギャップを埋め
る。

４　年代、性別等を考慮し、毎号のターゲットを絞
り特集記事を作り、ファンを徐々に増やして
いく。

その他、導線、統一感、デザイナーとの調整方法な
ど多くの気づきをいただくことが出来ました。
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この市議会だよりは、資源保護のため再生紙を、
環境保護のため大豆油インクを使用しています。

ユニバーサルデザイン（UD）の考えに基づいた
見やすいデザインの文字を採用しています。

※定例会前の議会運営委員会で正式
に決定されますので、詳細は議会事
務局にお問い合わせください。

議会の傍聴は、傍聴券に住所・氏名などを
記入するだけで出来ます。
詳しいことは議会事務局へお問い合わせく
ださい。

編集・発行

市議会だより編集委員会（大月市議会事務局内）
大月市議会事務局　
〒401−8601 山梨県大月市大月2丁目６番20号　
TEL.0554−23−1057　FAX.0554−23−0321
E-mail  gikai-19206@city.otsuki.lg.jp

委員長　　小林　信保
副委員長　藤本　　実
委　員　　古見　金弥
委　員　　西室　　衛
委　員　　卯月　政人
委　員　　鈴木　章司

市議会だより
編集委員会

３月定例会の日程（予定）

編集後記

議会日誌
あなたも本会議を傍聴しませんか12 月

全員協議会
平成25 年第５回市議会定例会開会
一般質問
第13 回小林雅英野球教室
総務産業常任委員会
社会文教常任委員会
議会運営委員会
全員協議会
平成25 年第５回市議会定例会閉会

１月
新年互礼会
大月市成人式12 日
大月市消防出初式13 日 
大月市立中央病院新病棟見学会15 日 
第50 回大月市駅伝競走大会19 日 
議員定例懇談会21 日 
市議会だより編集委員会行政視察研修（東京都あきる野市）22 日 
第28 回国民文化祭大月市実行委員会第６回総会29 日 
市議会だより編集委員会30 日 

２月

議会運営委員会行政視察研修（滋賀県近江八幡市）
議会運営委員会行政視察研修（京都府向日市）
議会運営委員会行政視察研修（京都府京都市）
山梨県市議会議長会（後期）議員合同研修会

会派代表者会議

今号から、編集後記を掲載すること
としました。取材上のこぼれ話などを
お伝えしていきます。
市内各所で行われている清掃活動、

取材で訪れた猿橋中学校では子ども達
の心に、駅前では商店街ほか各企業の
方々のボランティア精神に感謝します。

２月２８日　（ 開　　会 ）

３月１０日　（ 一般質問 ）

３月２０日　（ 閉　　会 ）

４日 
５日
６日 

13 日 

３日  

３日 

13 日 

17 日 
18 日 
20 日 

６日 

議員合同研修会


